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 The serious problem of present Japanese society is in the decline of the community. It is obvious if an 
uneven street is seen. It becomes a decrease in educational power and the welfare power because of the 
poor relationship of neighborhood. It appears, children's socializations are disturbed, and solitary old 
people's lonely death has been brought though. 
 The subject in the future is to regain the sense of community, and to aim at commerce in the region, 
cultural activities, and the activation of the recreation based on it. The role that the university plays cannot 
be disregarded for that. In this paper I want to show the possibility of the community that plays in the 
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られ、コーヒーは１杯 100 円でおかわり自由。月曜から金曜までの朝 11時から午後４時まで開店
している。店内は談笑する人、雑誌に目を通す人、将棋盤を囲んで棋戦に余念がない人と多彩。
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高齢者が主力だが、子ども連れの若い母親も時折姿を見せる。2008 年度には一日平均 28 人、年
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街並み考」『実践女子短大評論』22 号（2001 年）にまとめた。薗田碩哉『余暇の論理』2008 年 叢文社 に
所収。 
２）田村明『まちづくりと景観』岩波新書 2005 225 ページ 
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７）大江正章『地域の力？ 食・農・まちづくり』岩波新書 2008 28 ページ以降に「商店街は誰のものか」
と題していくつかの事例が紹介されている。やりようによっては商店街も捨てたものではないというこ
とが分かる。 
８）『平成 20 年度 日野市高齢者見守り支援ネットワーク事業報告書』 日野市健康福祉部高齢福祉課 
９）さんさん幼児園の理念とその活動の詳細は、薗田碩哉「幼少年期の自然体験の意義とその回復策につい





12）広井良典『定常型社会』岩波新書 2001 155 ページ以下 
13）広井良典『コミュニティを問いなおす』ちくま新書 2009 152 ページ。 
14）筆者の担当する「余暇生活論」の授業では毎年『モモ』の映画を鑑賞し、時間の意味を考えて来た。速
度（距離／時間）や効率（生産量／時間）が目標になる社会でなく、それを転倒して「ゆっくり度」（時
間／距離）や「じっくり度」（時間／生産量）が問われる社会をめざそうというのが結論である。 
 
 
